
A. 英語とピジン語（現地語）

A. キリスト教

Q. ご飯は？
A. 主食はイモ

Q. 独特の文化は？
A. シェルマネー

Q. 面積は？
A. 28,400 km²
鳥取県 (3,507km²) の約 8 倍の広さ！
鳥取県と比較して人口密度は低めです。

Q. 言葉は？

政府の方針として学校の授業は全て英語なので、基本的にみんな英語が話せます。
ですが、各島、各村で独自の言語を持つため、ソロモン人の共通言語であるピジン語が現地語となります。
ピジン語は英語をくずしてもっと簡単にしたような言語です。

Iu hao?
ユー     ハオ？

( )調子どう？
How are you?

Mi oraet.
ミー   オーライッ

( )元気だよ。
Iʼm alright.

Q. 宗教は？

ほとんどのソロモン人がクリス
チャン。毎週日曜はお祈りのため
に教会に向かいます。 教会内で歌を披露する子供たち イースターのイベント

ミルキム料理

ペイムゲレ

モツ料理を作る様子

白ご飯も食べますが主にタロイ
モやヤムイモ、クマラ（サツマイ
モ）がみんな大好き。代表的な地
元料理はミルキムとモツ料理。
シンプルですがどちらもとても
美味しいです。

昔ソロモンで貨幣として使用されていた
貝殻で作ったシェルマネー（右写真で男性
が手にもっていて、女性が首にかけている
もの）。現在でも交渉の際や、結婚の結納金
の役割としてなど様々な場面で使用され
ています。

ココナッツの果肉を削って絞り出
したオイルで魚や肉、イモなどを煮
込んだ料理。

新郎側が新婦側にシェルマネーを送
る儀式。

シェルマネー作り

バナナの葉などでくるんだ食材を、
熱した石の中に入れ、数時間蒸し焼
きにする料理。
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